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「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

ガンバリました！ (尾鷲小学校運動会)
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２０１３年１１月　暮らしのカレンダー
日付 曜日 行政手続きなど イベント等 健康関係

1日 金

尾鷲市ｵﾘｼﾞﾅﾙﾅﾝﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ募集 !( ～
15 日 )(P12)
広報おわせ有料広告募集 1 月号締切 ( ～ 20
日まで )(P22) 
し尿汲み取り ･ 早田 (P23)

天文科学館夜間観望会 (P24) 
｢第 7 回熊野古道ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ｣ 作品募集 !( ～
12 月 16 日 )(P20) 
漁業体験教室参加者募集 ( ～ 12 日 )(P23)

肝炎ｳｲﾙｽ検診 ( ～ 30 日 )(P21)

2 日 土 天文科学館夜間観望会 (P24) 
尾鷲 旬ｺﾂまみﾊﾞﾙ (P19)

3 日 日
｢あなたも木工作家 ! その場でできる木工教
室｣ ﾋﾉｷｱｰﾄ空楽風 (P20) 
市民文化展 (P22)

当番医 ･ 当番薬局 (P21)

4 日 月
お母ちゃんのﾗﾝﾁﾊﾞｲｷﾝｸﾞ 尾鷲まぐろｶﾏﾌｪｱｰ
( ～ 25 日 )(P20) 
市民文化展 (P22)

当番薬局 (P21)

5 日 火 し尿汲み取り ･ 三木浦 ( ～ 7 日 )(P23)

6 日 水 胃がん ･ 肺がん ･ 乳がん・子宮頸がん検診
申込み (P21)

7 日 木 おはなしだっこ (P24)
8 日 金 し尿汲み取り ･ 梶賀 (P23) 天文科学館夜間観望会 (P24)

9 日 土 秋の火災予防運動 ( ～ 15 日 )(P14) 
天文科学館夜間観望会 (P24) 
おはなしの広場 (P24) 
防災ﾌｪｱ (P14)

10日 日 ｢あなたも木工作家 ! その場でできる木工教
室｣ ﾋﾉｷｱｰﾄ空楽風 (P20)

当番薬局 (P21)

11日 月 し尿汲み取り ･ 三木里 ( ～ 14 日 )(P23) 
税を考える週間 ( ～ 17 日 )(P23)

12日 火 児童相談 ･ 女性相談 (P22)
13日 水 無料法律相談 (P22)
14日 木 無料交通相談 (P22) おはなしの時間 (P24)
15日 金 人権相談 (P22) 天文科学館夜間観望会 (P24)

16日 土
天文科学館夜間観望会 (P24)
第 10 回おわせ海 ･ 山ﾂｰﾃﾞｰｳｫｰｸ (P13)
梶賀町民文化展 (P22)

17日 日

｢あなたも木工作家 ! その場でできる木工教
室｣ ﾋﾉｷのおもちゃ (P20)
第 10 回おわせ海 ･ 山ﾂｰﾃﾞｰｳｫｰｸ (P13)
梶賀町民文化展 (P22)

当番医 ･ 当番薬局 (P21)

18日 月 し尿汲み取り ･ 古江 ( ～ 21 日 )(P23)

19日 火 400ml 献血 (P21)
胃がん ･ 肺がん検診 (P21)

20日 水
21日 木 おはなしの時間 (P24)
22日 金 年末調整･所得税の青色申告決算等説明会(P23) 天文科学館夜間観望会 (P24)
23日 土 天文科学館夜間観望会 (P24) 当番薬局 (P21)

24日 日
月刊ひのきｱｰﾄ教室 ｢いろはｶﾙﾀづくり③｣ (P20)
｢あなたも木工作家 ! その場でできる木工教室｣
木のどうぶつづくり (P20)

当番薬局 (P21)

25日 月 し尿汲み取り ･ 曽根 (P23)
26日 火 し尿汲み取り ･ 賀田 ( ～ 29 日 )(P23)

27日 水 行政相談 (P22)
市民文化会館 20 周年記念事業 ( ～ 12 月 1
日 )(P22)

28日 木 おはなしの時間 (P24) 乳がん・子宮頸がん検診 (P21)
29日 金 天文科学館夜間観望会 (P24)

30日 土 天文科学館夜間観望会 (P24)
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ ｢東紀州を訪れた文学者たち｣ (P20)

※このカレンダーには、１０月２５日㈮時点で、主に市が所管する情報を掲載しています。
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市の財政状況・・・・・・・・・・・・・４、５ プレス式パッカー車を更新・・・・・・・・１５

平成２４年度一般会計決算・・・・・・・６、７ ふれあいひろば・・・・・・・・・・・・・１６

平成２４年度水道事業決算・・・・・・・・・８ はじめまして満１歳です・・・・・・・・・１７

平成２４年尾鷲総合病院決算・・・・・・・・９ きょういくあれこれ、海中さんぽ・・・・・１８

職員の給与等の状況・・・・・・・・１０、１１ みんなで健康づくり・・・・・・・・・・・１９
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尾鷲ヒノキふれあいフェスタ・・・・・・・１３ 夢古道おわせのお知らせ・・・・・・・・・２０

おわせ海・山ツーデーウォーク・・・・・・１３ 熊野古道センターのお知らせ・・・・・・・２０

防災おわせ・・・・・・・・・・・・・・・１４ 検診、休日当番医等・・・・・・・・・・・２１
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１１月号　もくじ

市の花　ヤブツバキ　情熱 市の木　ヒノキ　伝統

市の鳥　アオサギ　繁栄 市の魚　ブリ　発展
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お知らせします！

市の財政状況

　今回公表する財政状況は、平成２５年度の上半期を対象と

したもので、皆さんから納められた税金や、国・県の補助金・

交付金などがどのように使われているか、また市の財産や借

金（市債）がどれくらいあるのかなどについて、皆さんに知っ

ていただくために公表するものです。

　　お問い合わせ　財政課　☎㉓８１４１

一般会計の歳出状況

予算額合計　　　１０９億　１２万円
支出額合計　　　　４１億３６６万円
執　行　率　　　　　　　　３７. ６%

科　　目
予 算 額

執行率
支 出 済 額

民 生 費
29 億 9,665 万円

37.2% 
11 億 1,580 万円

総 務 費
16 億 7,053 万円

27.6% 
4 億 6,163 万円

衛 生 費
16 億 5,592 万円

44.0% 
7 億 2,889 万円

教 育 費
15 億 3,750 万円

41.6% 
6 億 3,908 万円

公 債 費
11 億 4,817 万円

48.8% 
5 億 6,030 万円

農 林 水 産 業 費
6 億 7,467 万円

16.4% 
1 億 1,052 万円

消 防 費
5 億 2,897 万円

42.1% 
2 億 2,245 万円

土 木 費
3 億 2,447 万円

29.0% 
9,398 万円

商 工 費
2 億 702 万円

48.6% 
1 億 59 万円

議 会 費
1 億 4,822 万円

47.5% 
7,042 万円

予 備 費
500 万円

0.0% 
0 万円

災 害 復 旧 費
300 万円

0.0% 
0 万円

各特別会計の予算執行状況

会　計　名 予 算 額 収入率 予 算 額 執行率収 入 済 額 支 出 済 額

国 民 健 康 保 険 事 業
29 億 3,541 万円

43.7% 
29 億 3,541 万円

41.2% 
12 億 8,291 万円 12 億 882 万円

後期高齢者医療事業
5 億 5,886 万円

14.9% 
5 億 5,886 万円

45.6% 
8,305 万円 2 億 5,497 万円

公 共 下 水 道 事 業
277 万円

0.0% 
277 万円

49.8% 
0 万円 138 万円

( 平成 25年 9月30日現在 )

( 平成 25年 9月30日現在 )

市債 ( 長期の借金 ) 状況

農林水産業債

15億7,374万円
14.9%

衛生債

14億9,978 万円
14.2%

土木債

7億2,905 万円
6.9%

教育債

7億7,605 万円
7.3%

民生債

4億6,554 万円
4.4%

33億8,990 万円
32.1%

そのほか

21億2,640 万円
20.1%

臨時財政対策債

総額

105億
6,046万円

( 平成 25年 5月31日現在 )
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一般会計の歳入状況

予算額合計　　１０９億　　１２万円
収入額合計　　　４５億４，５３８万円
収　入　率　　　　　　　　４１. ７%

科　　目 予 算 額 収入率収 入 済 額

地 方 交 付 税 34 億 1,565 万円 65.4% 22 億 3,405 万円

市 税 21 億 9,531 万円 55.0% 12 億 849 万円

国 庫 支 出 金 15 億 2,747 万円 24.5% 3 億 7,478 万円

市 債 11 億 3,900 万円 0.0% 0 万円

繰 入 金 8 億 6,148 万円 0.0% 0 万円

県 支 出 金 7 億 2,356 万円 12.1% 8,748 万円

繰 越 金 3 億 1,397 万円 100.0% 3 億 1,397 万円
地 方 消 費
税 交 付 金

1 億 8,000 万円 59.9% 1 億 777 万円
使 用 料 及
び 手 数 料

1 億 6,805 万円 44.7% 7,507 万円
分 担 金 及
び 負 担 金

1 億 2,958 万円 40.0% 5,180 万円

諸 収 入 1 億 751 万円 25.8% 2,773 万円

地 方 譲 与 税 6,200 万円 29.9% 1,852 万円
自 動 車 取 得
税 交 付 金

1,800 万円 50.1% 902 万円

そ の ほ か 5,854 万円 62.7% 3,670 万円

( 平成 25年 9月30日現在 )
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中京銀行

24億8,986万
1,517円

伊勢農協

5億6,000万円

三重県信用漁連

2億1,000万円

第三銀行

1,000万円

紀北信用金庫

1,000万円

百五銀行

1,000万円

東海労働金庫

1,000万円

総額
32 億 9,986 万

1,517 円

( 平成 25年 8月31日現在 )

財産の状況
( 平成 25 年 3 月 31 日現在 )

建物
99,076㎡

( 前年比△ 67㎡ )

土地
1,142,191㎡

( 前年比増減なし )

車両など
113 台

( 前年比＋ 4 台 )

市有林
5,035ha

( 前年比増減なし )

出資金と出損金
1 億 5,927 万円

( 前年比＋ 80 万円 )

基金
25 億 3,605 万円

( 前年比△ 1 億 3,831 万円 )

有価証券
844 万円

( 前年比増減なし )

債権
1 億 5,966 万円

( 前年比△ 37 万円 )
※歳入の「そのほか」は、地方特例交付金・財産収入・利子

割交付金・配当割交付金・寄附金・交通安全対策特別交付金・
株式等譲渡所得割交付金です。
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平成２４年度

一般会計決算

歳入総額　１０６億１，３７４万円 　市の平成２４年度一般会計・特別会計の決算
が、第３回定例会において認定されました。　　　　　　　　
　今号では、一般会計を中心に決算の概要をお
知らせします。

お問い合わせ　出納室　☎㉓８１８１自　
主　
財　
源　
　
37
．
４
％

市 税

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

分 担 金 及 び
負 担 金 ほ か

依　
存　
財　
源　
　
　
62
．
６
％

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

市 債

県 支 出 金

地 方 消 費 税
交 付 金 ほ か

23 億 1,965 万円
 21.9%

7 億 8,625 万円
 7.4%

3 億 6,261 万円
 3.4%

1 億 8,209 万円
 1.7%

3 億 1,759 万円
 3.0%

35 億 8,669 万円
 33.8%

11 億 224 万円
 10.4%

10 億 9,520 万円
 10.3%

5 億 6,583 万円
 5.3%

2 億 9,559 万円
 2.8%

歳　入
　前年度に比べて、寄附金、繰入金、繰越金、ほかの科目が増
額となりましたが、国庫支出金、県支出金、市債などが減額と
なり、歳入合計で６億５，３３４万円の減額となりました。特に
国庫支出金、県支出金が大幅に減少しています。

実質収支額
　歳入歳出差引額 3 億 1,396 万円から平成 25 年度への繰越事業に必要な財源

（5,600 万円）を差し引いた実質収支額は 2 億 5,796 万円となりました。

単年度収支額
　平成 24 年度実質収支額から平成 23 年度実質収支額（3 億 4,299 万円）を差し
引いた単年度収支額は 8,503 万円の赤字となりました。

地方消費税交付金   1 億 8,741 万円　1.8%
地方譲与税		   6,591 万円　0.6%
自動車取得税交付金	  2,041 万円　0.2%
利子割交付金　　　　　　628 万円　0.1%
地方特例交付金　　　　　614 万円　0.1%
配当割交付金　　　　　　497 万円　0.0%
交通安全対策特別交付金　324 万円　0.0%
株式等譲渡所得割交付金　123 万円　0.0%

分担金及び負担金　1 億 2,831 万円　1.2%
使用料及び手数料　1 億 1,327 万円　1.1%
財産収入　　　　　 　　4,408 万円　0.4%
寄附金　　　　　　 　　3,193 万円　0.3%
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歳出総額　１０２億９，９７７万円

民 生 費

総 務 費

衛 生 費

公 債 費

教 育 費

農 林 水 産 業 費

消 防 費

土 木 費

議 会 費

商 工 費

災 害 復 旧 費

29 億 1,073 万円
 28.3%

23 億 4,777 万円
 22.8%

13 億 2,065 万円
 12.8%

12 億 5,733 万円
 12.2%

8 億 2,910 万円
 8.1%

4 億 9,779 万円
 4.8%

4 億 8,538 万円
 4.7%

3 億 932 万円 
3.0%

1 億 5,236 万円
 1.5%

1 億 4,442 万円
 1.4%

4,492 万円 
0.4%

歳　出
　歳出も前年度に比べて、６億４７０万円減額になりました。輪内中学校
耐震整備など大きな事業がありました。主な事業として
★輪内中学校耐震整備事業　１億５，５２２万円
★市道改良工事　　　　　　　　９，６１７万円
★早田コミュニティ建設事業　　７，５０4 万円　などを実施しました。

実質単年度収支額
　平成24年度単年度収支額と財政調整基金への5億6,548万円積み立て、
7 億 5,423 万円取り崩し、地方債繰上償還金 1 億 5,540 万円の差し引き
額を合計した実質単年度収支額は 1 億 1,838 万円の赤字となりました。

平成２４年度

特別会計決算

国民健康保険事業
歳 入 総 額 30 億 8,850 万円

歳 出 総 額 28 億 8,696 万円

歳 入 歳 出 差 引 額 2 億 154 万円

後期高齢者医療事業
歳 入 総 額 5 億 5,971 万円

歳 出 総 額 5 億 5,444 万円

歳 入 歳 出 差 引 額 527 万円

公共下水道事業
歳 入 総 額 277 万円

歳 出 総 額 277 万円

歳 入 歳 出 差 引 額 0 円

人件費
17億5,595万円

17.0%

扶助費
17億2,651万円

16.8%公債費
12億5,733万円

12.2%

補助費等
15億8,944万円

15.4%

物件費
14億7,151万円

14.3%

普通建設事業費
8億3,362万円

8.1%

災害復旧事業費
4,492万円
0.4%その他

9,257万円
0.9%

義務的経費
47億3,979万円

46.0%

投資的経費
8億7,854万円

8.5%

繰出金
8億8,081万円

8.6%

積立金
6億4,711万円

6.3%

その他の経費
46億8,144万円

45.5%

歳出 (性質別 )
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給水収益(水道料金)

5億7,961万円 その他

1,498万円

利益

8,002万円

人件費

7,347万円

動力費

修繕費

6,789万円

減価償却費及び

資産減耗費

2億1,076万円

支払利息

7,245万円

その他

9,000万円

給水加入金

262万円

国県補助金

223万円

一般会計繰入

1,522万円

長期借入金

5,990万円

内部留保資金

1億9,858万円

建設改良費

1億3,298万円

企業債償還金ほか

1億4,557万円

●収益および費用

●建設改良

　収益　5 億 9,459 万円

　費用　5 億 1,457 万円

　収入　7,997 万円 ( 内部留保金 1 億 9,858 万円 ) を除く

　支出　2 億７，８５５万円

　上水道においては、北浦西町地内送配水管布設替工事 592.0m をはじめ、老朽管布設替工事 662.4m、道路
改良等に伴う配水管布設替工事で 189.4m、及び伏流水 1 号井取水ポンプ取替工事を実施しました。また、新桂
山配水池更新事業については配水池造成工事が完成し、配水池築造他実施設計業務委託等を実施しました。
　簡易水道においては、須賀利地内 82.9m、三木浦地内 108.3m 等の配水管布設替工事を実施しました。
　水道事業はみなさまに安全・安心でおいしい水を安定供給するため、各施設の整備と更新、さらに日常の維持
管理を行っています。事業に必要な経費は水道料金収入と長期借入金によってまかなう独立採算制により運営し
ています。
　平成 24 年度決算では、過疎・高齢化に伴い一般家庭の使用水量は減少していますが、平成 23 年 4 月に水道料
金改定を実施したことにより、8,002 万円の純利益を計上することができました。
　しかしながら、水道事業では新桂山配水池更新事業や老朽管の布設替など、災害に強い水道施設の整備・更新
に取り組んでおり、今後も安全・安心でおいしい水の安定供給には、継続的に水道施設の整備・更新が必要にな
りますので、ご理解とご協力をお願いします。

お問い合わせ　水道部　☎㉓８２７１

●水道料金の使用状況
水道料金 100 円当たりの使い道

原水を飲用にする

ための費用

15円

浄水場から蛇口まで水を

お届けするための費用

11円

メーターの検針・料金

の徴収、窓口サービス

その他費用

19円
施設の建

設・改良

にかかっ

た借入金

の利息

14円

施設などの減価償却

費（時の経過による施

設などの減少した価値

を費用としたもの）

41円

●水道料金の比較
家事用 10㎡／月あたりの水道料金比較 ( 円 )

3,412

2,047

1,489
1,247 1,155

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

全
国
最
高
額

三
重
県
最
高
額

全
国
平
均
額

三
重
県
平
均
額

尾
鷲
市

単位：円

平成２４年度

水道事業決算安心でおいしい水を お届けします！

●水道事業会計決算状況
　過去５年間の推移

年度 収益 費用 差し引き
平成 20 年度 5 億   739 万円 5 億   994 万円 純損失　     　255 万円
平成 21 年度 4 億 9,090 万円 4 億 9,278 万円 純損失　　     188 万円
平成 22 年度 4 億 9,210 万円 4 億 9,683 万円 純損失　     　473 万円
平成 23 年度 6 億 2,541 万円 5 億   925 万円 純利益  1 億 1,616 万円
平成 24 年度 5 億 9,459 万円 5 億 1,457 万円 純利益        8,002 万円
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　平成２４年度の「病院事業会計」は、収入が４３億７８５万円、支出が４５億３，５５５万円で、差し引き
２億２，７７０万円の赤字を計上。未処理欠損金は４４億７，５７５万円となりました。前年度と比較すると、医業
外収益で他会計負担金が１億１，９４９万円増加したものの、常勤の小児科医師の一時不在及び内科医師の１名減が
大きく影響し、医業収益が１億８，５５２万円減少したため、単年度純損失が７，８９１万円増加しました。
　なお、小児科常勤医師不在に関しては、様々な関連機関の協力もあり、地元出身の医師の確保に至りました。また、
内科常勤医師の確保につきましては、現在も取り組みを続けております。
　このような中、医療の質の向上対策として、電子カルテ・オーダーリングシステムの導入を行いました。これにより、
各診療科ごとのカルテが一元化され、薬の種類や検査結果など様々な情報が、すべて診察室で見られるようになっ
たことから、より安心できる医療体制に改善しました。
　今後も、当院は東紀州地域の中核病院として、３６５日２４時間の救急体制を維持するにあたり、皆さんに病院
の現状や機能などをご理解いただき、また、ご意見をお聞きするために、出前講座を積極的に行い、皆さんとともに、

「住民参加型病院」を目指したいと考えています。様々な会合などの際には、出前講演の機会をいただきますようお
願いします。

お問い合わせ　尾鷲総合病院　☎㉒３１１１

お知らせします！　平成 24 年度 尾鷲総合病院決算

給与費
23億2,992万円

(51.5%)

材料費
10億2,085万円

(22.5%)

経費
6億7,690万円

(14.9%)

減価償却費
2億6,889万円

(5.9%)

研究研修費
948万円(0.2%)

医業外費用
2億1,793万円(4.8)

資産減耗費
957万円(0.2%)

特別損失
201万円(0.0%)

支出
45億3,555万円

入院収益
24億6,805万円

(57.4%)

外来収益
14億6,380万円

(34.0%)

その他医業収益
1億3,135万円(3.0%)

医業外収益
6,165万円(1.4%)

一般会計繰入金
1億8,274万円(4.2%)

特別利益
26万円(0.0%)

収入

43億785万円0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

91,111

161,482

78,979 63,250

182,742

158,889

158,518

171,021 188,750

168,258

千円

繰入金の推移 収益的収入 資本的収入

250,000

320,000

250,000 252,000

351,000 

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

2,307,432 2,257,837 2,410,409 2,603,364 2,468,044

1,403,363 1,398,084
1,399,401

1,500,363

1,463,797

千円
入院・外来収益の推移 入院 外来

3,710,795 3,655,921 3,809,81

4,103,72 3,931,840 
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平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

患者数の推移

入院 外来

116,339
118,595
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73,789

人

111,138

80,190

108,793

77,706

108,623

81,936

◆収入および支出
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職員の給与等の状況について
　地方公務員の給与は、民間との比較、国家公務員や他の地方公共団体職員とのバランスなどを考えて

決められています。
　市民の皆さんに、市職員の給与の実態を知っていただくため、そのあらましをお知らせします。
　なお、内容は平成 25 年 4 月 1 日を基準として掲載していますが、市長の給与等について次のように削
減しています。
　※市長の給料月額の 20％及び期末手当の 10％削減
　　（平成 21 年 9 月 1 日から平成 29 年 6 月 30 日まで）

お問い合わせ　総務課　☎㉓８１１２

（１）人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 住民基本台帳人口
( 平成 25 年 3 月 31 日 )

歳出額
( Ａ ) 実質収支 人件費

( Ｂ )
人件費率
( Ｂ／Ａ )

（参考）
23 年度の人件費率

24 年度 20,055 人 10,299,773 249,963 1,755,953 17.0% 16.3%
注　人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む

（２）職員給与費の状況（一般会計予算）	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分
職員数
( Ａ )

給与費 ( Ｂ ) 一人当たり給与費
( Ｂ / Ａ )給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計

25 年度 180 人 702,450 88,840 255,747 1,047,037 5,817
注１　職員手当には退職手当、児童手当を含まない
　２　給与費は当初予算に計上された額

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況　　　　　　　　　　　　　（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
25 年度 320,791 円 368,135 円 42.1 歳 323,230 円 340,156 円 47.6 歳

（４）職員の初任給の状況　　（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区　分
尾鷲市 国

法定初任給 採用２年経
過日給料額 初任給

一般
行政職

大学卒 172,200 円 184,200 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 148,500 円 140,100 円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区　分 経験年数
10 年

経験年数
15 年

経験年数
20 年

一般
行政職

大学卒 250,400 円 295,500 円 327,000 円
高校卒 205,400 円 250,400 円 295,500 円

（６）一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 25 年 4 月 1 日現在）
区　分 7　級 6 　級 5 　級 4　級 3 　級 2 　級 1 　級

計
標準的な職務内容 事務長 課長級 補佐級 係長級 主任又

は主事 主　事 主事補

職員数 1 人 18 人 20 人 51 人 35 人 16 人 6 人 147 人
構成比 0.7% 12.2% 13.6% 34.7% 23.8% 10.9% 4.1% 100.0%

参
考

1 年前の構成比 0.6% 12.6% 16.1% 32.9% 23.8% 10.5% 3.5% 100.0%
5 年前の構成比 1.3% 11.2% 16.4% 25.0% 34.2% 9.9% 2.0% 100.0%

注１　尾鷲市職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数
　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名
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（７）職員手当の状況

区　分 尾　鷲　市 国の制度
との異同

期末手当
勤勉手当

(　) は
管理職

　平成 24 年度支給割合

同

期末手当 勤勉手当

6 月期 1.225 月分 0.675 月分
(1.025 月分 ) (0.875 月分 )

12 月期 1.375 月分 0.675 月分
(1.175 月分 ) (0.875 月分 )

計 2.60 月分 1.35 月分
(2.20 月分 ) (1.75 月分 )

職制上の段階・職務の級等による加算措置　有

退職手当

　平成 24 年度支給率

同

自己都合　 定年退職　
勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
一人当たり 自己都合　 定年退職　
平均支給額 22,728 千円 24,463 千円

区分 尾　鷲　市
国の制度
との異同

扶養
手当

配偶者 13,000 円

同

配偶者以外の扶養親族二人まで 　6,500 円
（配偶者のない場合その内一人） 11,000 円
扶養親族でない配偶者を有する
場合の一人目の子など 6,500 円

その他の扶養親族一人につき 　6,500 円
扶養親族で満 16 才から 22 才の子 5,000 円加算

住居
手当

借家・借間居住者
同支給対象額 12,000 円を超える額 

　最高支給額 27,000 円

通勤
手当

 ア　交通機関利用者

同　　最高支給限度額 55,000 円
 イ　交通用具使用者
　　最高支給限度額 24,500 円

特殊勤務
手当

（２４年度）

区　分 全職種
 職員全体に占める手当支給職員の割合 4.4%

 支給対象職員一人当たりの平均支給年額 11,375 円
 手当の種類（手当数） 2

 代表的な手当の名称 支給額の多い手当 市税等事務手当
その他の主な手当 年末年始業務手当

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 病院・水道会計除く )

時 間 外
勤務手当

23 年度
支給総額 57,896 千円

職員一人当たり平均支給年額 308 千円

24 年度
支給総額 48,132 千円

職員一人当たり平均支給年額 264 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　( 病院・水道会計除く )

（８）特別職の報酬等の状況　（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区　分 給料月額等

給
料

市　長 　市長は 20％減額後 720,000 円 

副市長
平成 21 年 9 月から実施中

712,000 円

報　
酬

議　 長 425,000 円 

副議長 353,000 円 

議　 員 321,000 円 

期　
末　
手　
当

市　長
副市長

　平成 24 年度支給割合

　6 月期 1.90 月 

12 月期 2.05 月 

　　計 3.95 月 

議　長
副議長
議　員

　平成 24 年度支給割合

　6 月期 1.50 月 

12 月期 1.65 月 

　　計 3.15 月 

（９）部門別職員数の状況と主な増減理由
　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区分 職員数 対前年
増加数 主な増減理由部門 平成 24 年 平成 25 年

一
般
行
政
部
門

議　　会 4 4 0
総務企画 50 49 △ 1 事務の効率化
税　　務 13 12 △ 1 事務の効率化
民　　生 14 14 0
衛　　生 35 32 △ 3 欠員不補充
農林水産 17 17 0
商　　工 9 9 0
土　　木 12 12 0
小　　計 154 149 △ 5

特別行
政部門

教　　育 26 26 0
小　　計 26 26 0

普通会計計 180 175 △ 5
公営

企業等
会計
部門

病　　院 235 236 1 その他
水　　道 10 10 0
そ の 他 9 8 △ 1 事務の効率化
小　　計 254 254 0

合　計 434 429 △ 5
注１　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身
　　　分を保有する
　２　休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除
　　　く

注　退職手当一人当たり平均支給額は、前年度に退職した
　　職員に支給された平均額
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⑦
自
賠
責
保
険
の
シ
ー
ル(

35
㎜

四
方)

を
貼
る
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
こ
と
。

⑧
手
書
き
、
パ
ソ
コ
ン
等
、
デ
ザ

イ
ン
の
作
成
方
法
は
問
わ
な

い
。

⑨
他
の
著
作
権
、
知
的
財
産
権
、

商
標
権
、
そ
の
他
第
三
者
の
権

利
等
を
侵
害
し
な
い
も
の
と
す

る
。

⑩
採
用
作
品
の
応
募
者
は
、
市
が

当
該
作
品
を
使
用
す
る
に
あ

た
っ
て
著
作
者
人
格
権
を
行
使

し
な
い
も
の
と
す
る
。

応
募
期
間

　
11
月
15
日
㈮
ま
で

　
※
午
後
５
時　
必
着

応
募
方
法

①
【
応
募
用
紙
】
に
住
所
、氏
名
、

学
年
等
と
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

デ
ザ
イ
ン
を
記
入
の
う
え
、
税

務
課
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
（
旧

出
張
所
）
ま
で
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
郵
送
・
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き

　
ま
す
。

※
応
募
用
紙
以
外
で
の
応
募
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

②
【
応
募
用
紙
】
は
、
税
務
課
・

各
地
区
セ
ン
タ
ー
（
旧
出
張

所
）・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
旧
公
民
館
）・
教
育

委
員
会
・
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
・
審
査

応
募
作
品
の
中
か
ら
、
選
考
委

員
会
に
よ
り
、最
優
秀
作
品（
採

用
作
品
）
１
点
、
優
秀
作
品
２

点
を
選
考
し
ま
す
。

賞
・
選
考
結
果

①
最
優
秀
賞
１
点

　
賞
状
と
副
賞
３
万
円

（
高
校
生
以
下
の
人
は
図
書　

カ
ー
ド
３
万
円
分
）

　
尾
鷲
ま
る
ご
と
ヤ
ー
ヤ
便

　
（
１
回
分
）

②
優
秀
賞
２
点

　
賞
状
と
副
賞
１
万
円

（
高
校
生
以
下
の
人
は
図
書

カ
ー
ド
１
万
円
分
）

　
尾
鷲
ま
る
ご
と
ヤ
ー
ヤ
便

　
（
１
回
分
）

③
入
賞
作
品
は
広
報
お
わ
せ
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
氏
名
・
学
校

名
・
学
年
等
を
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
は
連
絡
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他

①
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

②
入
賞
作
品
の
著
作
権
、
使
用
権

等
一
切
の
権
利
は
、
尾
鷲
市
に

帰
属
し
ま
す
。

③
ナ
ン
バ
―
プ
レ
―
ト
と
し
て
使

用
す
る
に
あ
た
り
、
採
用
作
品

に
つ
い
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
変

更
・
修
正
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

④
応
募
に
係
る
費
用
は
、
応
募
者

　
負
担
と
な
り
ま
す
。

⑤
全
て
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場

合
に
は
選
考
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
採
用
後
で
も
す

べ
て
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
採
用

を
取
り
消
し
ま
す
。

⑥
応
募
で
取
得
し
た
個
人
情
報
は

目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ

ん
。　
　
　
　
　

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ

　
〒
５
１
９・３
６
９
６

　
尾
鷲
市
中
央
町
10
番
43
号　

　
　
　
　
尾
鷲
市
役
所　
税
務
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉓
８
１
７
１

zeim
u@

city.ow
ase.lg.jp

　市では市制施行６０周年記念事業として、尾鷲らしさを感じる原動機付自転車（50cc 以下）のナンバー

プレートのデザインを募集しています。尾鷲市の特色、魅力を市内外にＰＲし、また、尾鷲市に親しみや愛着を

深めてもらうことを目的に、人々に愛される動く広告として利用し、尾鷲市のイメージアップを図ります。

お問い合わせ　税務課　☎㉓８１７１　

尾鷲市オリジナルナンバープレート
デザイン募集！

市制 60 周年記念



⓭

　
尾
鷲
市
林
業
振
興
協
議
会
と
市

で
は
、『
森
林
を
身
近
な
存
在
へ
』

を
テ
ー
マ
に
、「
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま

す
。

　
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
の
歴
史
講
座
や
製

品
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
に
触

れ
、
木
が
持
っ
て
い
る
温
か
み
、

安
ら
ぎ
や
癒
し
の
効
果
を
感
じ
て

い
た
だ
き
、
森
林
が
担
っ
て
い
る

重
要
な
役
割
や
魅
力
に
つ
い
て
も

理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
９
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー

内
容　
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
の
製
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
、
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
を

使
っ
た
製
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
主
催　
尾
鷲
市
林
業
振
興
協
議
会

共
催　
尾
鷲
ひ
の
き
プ
レ
カ
ッ
ト

協
同
組
合
・
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
内
装

材
加
工
協
同
組
合
・
尾
鷲
市

協
賛　
一
般
財
団
法
人
尾
鷲
み
ど

り
の
協
会
・
尾
鷲
林
政
推
進
協

議
会

同
時
開
催　
尾
鷲
市
防
災
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
木
の
ま
ち
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉓
８
２
２
４

尾
鷲
ヒ
ノ
キ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
開
催
！

　
　
　
　
　
　
～
森
林
を
身
近
な
存
在
へ
～

▼
日
　
　
程　
11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

▼
集
合
場
所　
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー

　
（
全
コ
ー
ス
、
受
付
７
時
30
分
・
出
発
８
時
）

▼
参 

加 

料
（
傷
害
保
険
料
な
ど
を
含
み
ま
す
）

・
一
般　
　
　
　

１
、５
０
０
円

・
高
校
生
以
下　
　
　
５
０
０
円

※
１
日
参
加
も
２
日
参
加
も
同
額
で
す
。

▼
申
し
込
み

当
日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
「
特
別
記
念
コ
ー
ス
」
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

お
わ
せ
海
・
山
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委

員
会

　
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
商
工
観
光
推
進
課　
☎
㉓
８
２
２
３

　
休
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
協
同
組
合
尾
鷲
観
光
物
産
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
㉓
８
２
６
１

　１１月１６日（土）
Ａコース

【登山タイプ：標高 627 ｍ・健脚向け】13㎞
世界遺産熊野古道八鬼山全踏破コース
※ＪＲ大曽根浦駅から三木里駅までの運賃（230 円・
　片道分）が別途必要。
Ｂコース

【家族向け】10㎞
世界遺産熊野古道八

や き や ま
鬼山林道・みかん道コース

Ｃコース
【登山タイプ：標高 522 ｍ】23㎞
世界遺産熊野古道八鬼山中腹～県道 778 号コース

　１１月１７日（日）
Ｄコース

【美しい日本の歩きたくなるみち 500 選・登山タイプ：
 標高 325 ｍ】25㎞
世界遺産熊野古道馬

ま ご せ
越峠・猪

い の は な す い へ い ど う
ノ鼻水平道満喫コース

Ｅコース
【家族向け・リラクゼーション効果（IgA ・コルチゾー
 ル）実証済み】13㎞
天満みかんの丘眺望散策コース
特別記念コース【定員１００名・団体歩行】9㎞
三木浦を歩く !! 三木埼灯台～元

もとさがりまつ
盛松散策コース

※三木浦までのバス往復運賃（1,000 円）
　が別途必要。

高速道路開通記念イベント



⓮

▼
11
月
９
日
㈯
か
ら
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　
11
月
９
日
㈯
か
ら
11
月
15
日
㈮

ま
で
の
７
日
間
、全
国
一
斉
に「
秋

の
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節

と
な
り
ま
す
。
火
の
元
に
十
分
に

注
意
し
て
、
火
災
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
住
宅
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
火
災
か
ら

あ
な
た
や
家
族
の
大
事
な
「
命
」

を
守
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
、
再

度
自
宅
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

設
置
し
て
い
な
い
住
宅
に
つ
い
て

は
、
す
み
や
か
に
設
置
し
ま
し
ょ

う
。

　
平
成
25
年
度

　
　
全
国
統
一
防
火
標
語

～
消
す
ま
で
は　

　
　
心
の
警
報

　
　
　
Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
～　

▼
冬
場
は
火
災
が
増
加
し
ま
す

　
こ
れ
か
ら
段
々
と
寒
く
な
る
に

つ
れ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、外
は
空
気
が
乾
燥
し
、

夏
場
に
比
べ
て
火
災
が
発
生
す
る

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
中
、
三
重
紀
北
消
防

組
合
管
内
で
は
合
計
16
件
の
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
の

11
件
は
11
月
か
ら
３
月
ま
で
の
冬

場
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

▼
住
宅
防
火
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

　
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
そ
ば
を
離
れ

　
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

【
３
つ
の
対
策
】

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
初
期
消
火
の
た
め
に
、
住
宅
用

　
消
火
器
等
を
準
備
す
る

・
災
害
時
要
援
護
者
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
三
重
紀
北
消
防
組
合

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉒
２
０
５
１

　
「
み
ん
な
で
体
験
し
て
、
防
災

を
日
常
化
し
よ
う
！
」

日
時　
11
月
９
日
㈯

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
熊
野
古
道
セ
ン
タ
―

内
容

○
自
衛
隊
炊
事
車
両
に
よ
る
炊
き

　
出
し
実
演
・
試
食

　
午
前
10
時
～　
実
演

　
正
午
～　
試
食

　
カ
レ
ー
２
０
０
食

　
ア
ル
フ
ァ
化
米
１
０
０
食

　
※
先
着
順

○
尾
鷲
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

　
午
前
11
時
～

○
防
災
資
機
材
の
取
り
扱
い
体
験

（
テ
ン
ト
設
営
、
煙
体
験
ハ
ウ

ス
、
浄
水
器
取
扱
い
、
簡
易
ト

イ
レ
組
み
立
て
等
）

○
防
災
啓
発
展
示

（
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
の
車

両
を
展
示
い
た
し
ま
す
。）

　
防
災
フ
ェ
ア
で
は
、
防
災
資
機

材
を
展
示
・
体
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意

識
・
知
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
み
ん
な

で
体
験
し
て
、
防
災
を
日
常
化
し

よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、「
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
も
開
催
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼
巨
大
津
波
を
想
定
し
た
関
係
機

関
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
す
！

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
の
大

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
尾
鷲
市

は
、
陸
路
が
遮
断
さ
れ
孤
立
す
る

可
能
性
は
大
き
く
、
行
政
機
関
の

初
動
対
処
に
大
き
な
障
害
が
発
生

す
る
こ
と
も
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
か
ら
、
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
被
災
者
の
救

助
及
び
被
災
地
域
の
早
期
復
旧
の

た
め
に
、
事
前
に
問
題
点
を
抽
出

し
改
善
す
る
と
と
も
に
各
関
係
機

関
の
連
携
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
広
域
に
展
開
す
る
防
災

関
係
機
関
が
合
同
で
津
波
対
処
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

展
示
型
実
動
訓
練
を
通
じ
て
住
民

の
防
災
に
関
す
る
意
識
・
知
識
・

行
動
力
を
高
め
、
総
合
防
災
力
の

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

日
時　
12
月
１
日
㈰　
午
前
９
時

会
場　
尾
鷲
港
（
第
４
岸
壁
）

主
催　
尾
鷲
市
・
三
重
県

参
加
機
関
（
予
定
）

摂
津
市
（
相
互
応
援
締
結
市
）、

陸
上
自
衛
隊
、
海
上
自
衛
隊
、

海
上
保
安
庁
、
三
重
県
警
察
本

部
、
尾
鷲
警
察
署
、
三
重
紀
北

消
防
組
合
、
尾
鷲
消
防
署
、
尾

鷲
市
消
防
団
、
尾
鷲
市
建
設
業

会
、
協
定
締
結
事
業
所
、
教
育

機
関
な
ど　

　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
防
災
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉓
８
１
１
８

防
災
お
わ
せ

防
災
フ
ェ
ア
開
催

合
同
防
災
訓
練



⓯

　
皆
さ
ん
は「
働
く『
な
で
し
こ
』

大
作
戦
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
現
在
の
日
本
で
は
様
々
な
分
野

で
女
性
が
働
き
、
活
躍
し
て
い
ま

す
が
、
一
方
で
、
働
く
意
欲
が
あ

り
な
が
ら
、
結
婚
や
出
産
、
子
育

て
の
た
め
に
仕
事
を
や
め
ざ
る
を

得
な
い
女
性
も
い
ま
だ
多
く
、
女

性
の
能
力
を
十
分
生
か
せ
て
い
な

い
の
も
事
実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

実
質
的
な
機
会
均
等
を
実
現
す
る

た
め
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン(

積
極
的
改
善
措
置)

と
し
て

政
府
が
進
め
て
い
る
取
組
計
画
が

「
働
く
『
な
で
し
こ
』
大
作
戦
」

で
す
。

　
日
本
は
、
国
際
的
に
み
て
も
女

性
の
参
画
が
進
ん
で
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
社
会
や
職
場
の
意
識

を
変
え
、
女
性
の
活
躍
の
場
を
広

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
経
済
の

活
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
意
識
が
大
事
に
な
り
ま

す
。

　
尾
鷲
市
で
も
、
男
女
共
同
参
画

推
進
の
た
め
次
の
基
本
理
念
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

①
男
女
の
人
権
尊
重

②
社
会
に
お
け
る
制
度
ま
た
は
慣

　
行
の
配
慮

③
政
策
な
ど
の
立
案
お
よ
び
決
定

　
へ
の
共
同
参
画

④
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
や
他

　
の
活
動
の
両
立

　
ま
た
、
第
６
次
総
合
計
画
に
示

す
10
年
後
の
め
ざ
す
姿
で
あ
る

「
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観

を
尊
重
し
合
う
ま
ち
」
を
実
現
す

る
た
め
、
第
２
次
尾
鷲
市
男
女
共

同
参
画
推
進
基
本
計
画
に
基
本
目

標
の
３
本
柱
と
し
て
、
男
女
共
同

参
画
に
向
け
て
の
意
識
づ
く
り
、

男
女
が
互
い
に
認
め
合
う
社
会
環

境
づ
く
り
、
男
女
の
仕
事
と
生
活

の
調
和
を
掲
げ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア

ク
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
市
長
公
室　
☎
㉓
８
１
８
４

　市では、９月に電源立地地域対策交付金（水力枠）を用い、２トンプレス式パッカー車（資

源物収集車）を更新しました。

　これからも、よりよい自然・生活環境を保全するため皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

お問い合わせ　　環境課　☎㉒０６０５

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
で

プ
レ
ス
式
パ
ッ
カ
ー
車
を
更
新
！



⓰

 

今号は、運動会特集です。
　スポーツの秋の季節、市内の各学校、幼稚園、
保育園では運動会が開催されました。
皆さん、実力を出し切りましたか？
　お父さん、お母さんの方が一所懸命な人も！

　　①向井小学校　　③第一保育園　　⑤矢浜保育園　

②

①

③

④

⑤

⑥

⑦

②三木里小学校　④第四保育園　⑥尾鷲幼稚園　

⑦矢浜小学校



⓱

9/22 ㈰　本熊野尾鷲道路の開通記念で、供用開始
　前に今しかできないハイウェイウォーキング。
　いい思い出になりましたか？

10/6 ㈰　創立 50 周年を迎えた老人クラブ連合会
の福祉大会。式典の後には、各老人クラブの催し
物お歌や踊りを披露がありました。

10/10 ㈭　宮之上小学校の２年生が干物づくりに
　挑戦！上手に作れましたか？

10/16 ㈬　13 日㈰に竣工した「あいあいの丘」
と津波避難ビルとして協定を締結。市内で４件と
なりました。

 

遠
えんどう

藤百
も も か

々花　ちゃん
( 林町、父・裕己　母・智晶 )

踊ることと食べることが大好
きなおてんば娘♪
すくすく育っています♡

長
は せ が わ

谷川蒼
そ ら

空　くん
( 栄町、父・翼　母・莉子 )

いつもニコニコ♡
みんなのアイドルです♡

上
うえおか

岡ひかり　ちゃん
( 三木里町、父・稔明　母・容子）

いたずらっこで甘えんぼうな　
ちょっぴり男前のひかりです

庄
しょうじ

司　晶
あ き と

登　くん
( 小川西町、父・勲　母・郁佳 )

お兄ちゃん達に負けない位
　”ささこしい　”！　
さすが三男の ' あきと ' です☆

☆満１歳の赤ちゃんの写真大募集 !! 写真に赤ちゃんの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申し込みください☆



⓲

▼
家
庭
で
の
子
ど
も
の
い
ち
ば
ん

の
願
い

　
子
ど
も
た
ち
に
、「
家
庭
に
も
っ

と
望
む
と
こ
ろ
が
あ
る
か
」
と
聞

い
た
と
こ
ろ
、
ど
の
年
代
の
子
ど

も
で
も
一
番
多
か
っ
た
答
え
は

「
家
族
の
み
ん
な
が
楽
し
く
過
ご

す
」
で
し
た
。
そ
ん
な
当
た
り
前

の
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
が
願
わ
ざ

る
を
得
な
い
現
実
を
少
し
さ
み
し

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
い
ま
や
心

安
ら
ぐ
楽
し
い
家
庭
は
家
族
が
意

識
的
に
協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば
な

か
な
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
う
一

度
家
庭
を
見
つ
め
直
す
こ
と
も
必

要
で
す
。

▼
自
分
を
大
切
に
で
き
な
い
な
ら

ば
、
子
ど
も
を
大
切
に
す
る
こ
と

も
で
き
な
い

　
子
育
て
は
大
事
で
す
が
、
一
日

中
、
わ
き
目
も
ふ
ら
ず
に
集
中
し

て
は
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
親
の

イ
ラ
イ
ラ
は
、
子
ど
も
に
も
伝

わ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
大
変
な

子
育
て
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
時

間
を
つ
く
り
、
心
を
健
康
に
保
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
専
門
機
関
に
相

談
し
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
親
が
幸
せ
で
笑
顔
の
家
庭
で
こ

そ
、
子
ど
も
も
幸
せ
を
感
じ
て
い

る
は
ず
で
す
。

▼
夫
婦
で
協
力
し
て
子
育
て
を
す

る
、
と
決
め
よ
う

　
家
庭
で
の
父
親
の
存
在
感
が
薄

く
な
り
、
社
会
の
善
悪
の
し
つ
け

が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
き
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
父
親
は
、
基
本

的
な
考
え
は
共
有
し
つ
つ
も
、
母

親
と
は
違
っ
た
視
点
で
子
育
て
を

す
る
こ
と
で
、
密
着
し
が
ち
な
母

子
関
係
を
修
正
し
て
い
く
役
割
が

あ
り
ま
す
。
父
親
が
自
然
に
参
加

し
、
そ
の
影
響
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
母
親
は
子
ど
も
の
前
で
、
父

親
を
け
な
し
た
り
、
見
下
し
た
り

し
な
い
よ
う
気
を
付
け
る
こ
と
。

父
親
も
、
子
ど
も
の
前
で
母
親
を

怒
鳴
っ
た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。

▼
家
族
一
緒
の
食
事
を
大
切
に
す

る
と
決
め
よ
う

　
食
生
活
は
、
体
の
健
康
だ
け
で

な
く
、
心
の
成
長
に
も
深
く
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
食
べ
る

楽
し
い
食
卓
や
親
が
手
間
を
か
け

て
作
っ
た
食
事
は
、
親
の
愛
情
を

自
然
に
子
ど
も
に
伝
え
、
そ
こ
で

の
満
足
感
・
信
頼
感
は
子
ど
も
の

心
を
明
る
く
強
い
も
の
に
発
達
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
話
が

弾
む
場
に
も
な
る
は
ず
で
す
。

▼
前
向
き
な
親
の
姿
は
、
き
っ
と

子
供
に
届
い
て
い
る

　

ひ
と
り
親
家
庭
で
は
、
親
が

働
き
な
が
ら
子
育
て
す
る
た
め
、

ゆ
っ
く
り
と
子
ど
も
と
接
す
る
時

間
が
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
子
を
思
い
、
よ
り
良
い
将

来
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
親
の
姿

は
、
し
っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち
の

心
に
響
い
て
い
る
は
ず
で
す
。
い

つ
も
自
信
を
持
っ
て
子
育
て
し
て

い
る
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ　

　
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
８
２
９
５

　

メ
バ
チ
は
全
世
界
で
年
間
約

42
万
ｔ
の
漁
獲
量
が
あ
り
、
マ
グ

ロ
の
中
で
は
キ
ハ
ダ
の
次
に
漁
獲

量
の
多
い
マ
グ
ロ
で
す
。
キ
ハ
ダ

よ
り
も
漁
獲
量
は
少
な
い
も
の

の
、
刺
身
用
と
し
て
の
流
通
量
は

最
も
多
い
マ
グ
ロ
で
す
。

　
分
布
域
は
キ
ハ
ダ
よ
り
も
適
水

温
が
や
や
低
い
た
め
に
、
南
北
方

向
に
や
や
広
い
範
囲
で
、
北
は
日

本
の
東
北
地
方
、
南
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
北
島
に
あ
た
る
緯
度

40
度
を
や
や
超
え
る
あ
た
り
ま
で

の
全
世
界
の
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
に

か
け
て
分
布
し
ま
す
。
海
面
の
平

均
水
温
が
24
度
以
上
の
熱
帯
・
亜

熱
帯
域
で
ほ
ぼ
周
年
産
卵
を
行
う

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
長
と

年
齢
に
は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す

が
、
１
歳
で
60
㎝
、
２
歳
で
90

㎝
、
３
歳
で
１
２
０
㎝
に
な
り
、

満
３
歳
で
成
熟
し
、
最
大
で
２

ｍ
、
２
０
０
㎏
を
超
え
る
よ
う
に

な
り
、
寿
命
は
15
歳
で
す
。

　
主
要
な
漁
法
は
は
え
縄
、
巻
き

網
で
あ
り
、
近
年
、
カ
ツ
オ
を
獲

る
こ
と
が
主
な
目
的
で
あ
る
人
工

浮
魚
礁（
Ｆ
Ａ
Ｄ
ｓ
）を
放
流
し
、

こ
れ
に
付
い
た
群
れ
を
巻
き
網
で

獲
る
漁
法
に
よ
る
キ
ハ
ダ
や
メ
バ

チ
幼
魚
の
乱
獲
が
問
題
に
な
っ
て

お
り
、
規
制
に
つ
い
て
の
議
論
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
尾
鷲
で
は
最
新
冷
凍
技
術
の
メ

バ
チ
が
流
通
し
て
い
る
ほ
か
、
は

え
縄
で
漁
獲
さ
れ
た
高
鮮
度
の
生

マ
グ
ロ
が
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
日

本
の
東
沖
で
漁
獲
さ
れ
る
メ
バ
チ

は
脂
が
乗
っ
て
い
て
、
こ
の
時
期

が
ま
さ
に
旬
と
い
え
ま
す
。

小・中学生を持つ親の
ために「家庭とは？」

メ　
バ　
チ



⓳

　

今
号
で
は
、
11
月
２
日
㈯
に
、

今
年
初
め
て
行
わ
れ
る
食
べ
飲
み

歩
き
イ
ベ
ン
ト
「
尾
鷲　
旬
の
コ

ツ
ま
み
バ
ル
」
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

■
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い

る
、
バ
ル
方
式
の
食
べ
飲
み
歩
き

イ
ベ
ン
ト
！

　
「
バ
ル
」
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
語

で
「
居
酒
屋
、軽
食
喫
茶
」
な
ど
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
場
所
を
意
味
し
ま
す
。
街

バ
ル
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
お
こ
し

や
街
と
飲
食
店
の
活
性
化
を
目
的

と
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
全
国

的
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

■
尾
鷲　
旬
の
コ
ツ
ま
み
バ
ル
の

概
要

　

市
街
地
の
各
飲
食
店
を
舞
台

に
、
尾
鷲
自
慢
の
旬
の
食
材
を

使
っ
た
ワ
ン
フ
ー
ド
と
ワ
ン
ド
リ

ン
ク
を
、
５
枚
１
綴
り
の
バ
ル
チ

ケ
ッ
ト
で
「
食
べ
飲
み
歩
き
」
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
前
売

券
だ
と
３
、０
０
０
円
で
購
入
で

き
ま
す
の
で
、
１
枚
６
０
０
円
で

一
つ
の
店
を
楽
し
め
る
大
変
お
得

な
イ
ベ
ン
ト
で
す
！

参
加
店
舗
数
は
、
43
店
舗
！
お
酒

が
苦
手
な
人
に
は
、
ソ
フ
ト
ド
リ

ン
ク
の
提
供
も
あ
り
ま
す
。

■
使
い
切
れ
な
か
っ
た
チ
ケ
ッ
ト

は
？

　
当
日
に
使
い
き
れ
な
か
っ
た
チ

ケ
ッ
ト
は
、「
あ
と
バ
ル
」
で
１

枚
６
０
０
円
の
金
券
と
し
て
、
11

月
10
日
ま
で
バ
ル
参
加
店
で
利
用

で
き
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、「
飲
み
歩
き
」

「
食
べ
飲
み
歩
き
」
で
、
尾
鷲
の

ま
ち
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？　

11
月
２
日
は
、
ぜ
ひ
「
尾
鷲　
旬

の
コ
ツ
ま
み
バ
ル
」
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
！

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲　
旬
の
コ
ツ
ま
み
バ
ル
実
行

委
員
会

（
事
務
局　
尾
鷲
商
工
会
議
所
内
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉒
２
６
１
１

　

市
で
は
、
運
動
と
し
て
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
み
で
は
な
く
、

季
節
や
自
然
を
感
じ
、
ま
た
仲
間

や
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
、
心
と
体
の
健
康
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
昨
年
よ
り
「
コ
コ

ロ
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作

成
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
、
毎
月

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
等
の
他

に
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
、
22
名
の
人
が
任

命
さ
れ
、
愛
称“

コ
コ
カ
ラ
Ｏ
Ｗ

Ａ
Ｓ
Ｅ”

と
し
て
今
年
度
か
ら
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
最
初
の
活
動
と
し
て
、
９
月
に

熊
野
尾
鷲
道
路
の
開
通
を
記
念
し

て
実
施
し
た
、
尾
鷲
健
康
ハ
イ

ウ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、
ロ

ン
グ
コ
ー
ス
13
㎞
に
参
加
し
た

１
５
０
名
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。（
左
写
真
）

　
熊
野
尾
鷲
道
路
亥
ヶ
谷
山
ト
ン

ネ
ル
を
通
過
し
、
賀
田
町
、
古
江

町
を
と
お
り
ゴ
ー
ル
の
三
木
里
町

ま
で
、
当
日
は
気
温
が
高
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
熱
中
症
予
防
の
た

め
の
水
分
補
給
、
コ
ー
ス
上
は
歩

道
が
狭
い
箇
所
も
あ
り
安
全
確

認
、
ま
た
参
加
者
の
体
調
を
考
え

な
が
ら
速
度
を
調
整
す
る
な
ど
、

と
て
も
神
経
を
使
う
サ
ポ
ー
ト
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
途
中
、
海

岸
線
を
と
お
り
潮
風
と
木
々
の
木

漏
れ
日
を
感
じ
、
さ
ら
に
地
域
の

人
々
の
温
か
い
お
も
て
な
し
で
、

コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ
（
お
腹
）
も
元

気
に
な
り
、
最
後
ま
で
長
い
道
の

り
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
事
前
の
研
修
会
で
は
、
ど
の
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
す
れ
ば
安
全
に
、

楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
頂
く

こ
と
が
で
き
る
か
を
学
び
、
ま
た

コ
ー
ス
を
見
学
し
た
後
、
み
ん
な

で
意
見
交
換
を
し
、
サ
ポ
ー
ト
の

仕
方
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
参
加
者
全
員
が
、
け
が
等
も

な
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
コ
コ
カ
ラ
Ｏ

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
と
共

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
コ
コ
ロ
と

カ
ラ
ダ
の
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
活
動
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

　
今
月
の
16
日
㈯
と
17
日
㈰
に
お

わ
せ
海
・
山
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と

し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ま
れ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係
☎
㉓
３
８
７
１

み
ん
な
で

　健
康
づ
く
り

尾
鷲
市

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ポ
ー
タ
ー

“

コ
コ
カ
ラ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ”

　
　
　
　

が
活
動
を
開
始
！
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◎企画展「東紀州を訪れた文学者たち」
　旅や仕事で東紀州地域を訪れた文学者や、東紀州地域出身の
文学者について紹介すると共に、東紀州地域を舞台にした作品
や地元の人々との交流などを取り上げます。

◇期　間：12 月 8 日 ( 日 ) まで　　◇入場料：無料
【付属企画】
①シンポジウム「東紀州を訪れた文学者たち」

　半田美永氏による基調講演と、シンポジウム「東紀州を訪れ
た文学者たち」を行います。

◇日　　時：11 月 30 日（土）午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分
◇定　　員 ：100 名（要申込・先着順）
◇参 加 料：無料
◇基調講演：半田美永氏（皇學館大学文学部教授）
◇ﾊ ﾟ ﾈ ﾘ ｽ ﾄ：半田美永氏、三石学氏（みえ熊野学運営委員）
◇ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：川端守氏（熊野古道センター長）
②新しい古道の歩き方「句碑めぐり」
　紀北町内にある句碑をめぐるツアーです。
◇日　　時：12 月 7 日（土）　午前 9 時～午後 3 時
◇場　　所：紀北町内
◇定　　員 ：20 名（要申込・先着順）
◇参 加 料：2,500 円（保険料・バス代・弁当代含む）
◇講　　師：湊章治氏（紀北町俳句協会会長）
　　　　　　川端久夫氏（海山俳句会会長）

＜体験学習＞
◎月別ひのきアート教室
　　　　　　　　「いろはカルタづくり③」
　尾鷲ヒノキを使ったものづくり教室です。お
正月にむけて、ヒノキのカルタをつくります。
◇日　時：11 月 24 日 ( 日 )　
　　　　　午後 1 時～ 4 時
◇参加料：1,000 円
◇定　員：10 名 ( 要申込・先着順 ) 

＜その他＞
◎「第 7 回熊野古道ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ」作品募集！　
　写真を通じて熊野古道とその周辺にある自然
や祭り、風物詩など、東紀州の様々な魅力を再
発見するためのフォトコンテストを開催。
◇応募締め切り：12 月 16 日（月）　当日必着　
◇部門
・とっておき部門テーマ
　「東紀州の四季」( 最優秀賞　賞金 5 万円）
・お気軽部門テーマ
　「自由」(最優秀賞　東紀州特産品1万円相当)
※その他、詳細はホームページ、チラシなどで
ご確認ください。

お問い合わせ　熊野古道センター　☎㉕２６６６
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　　http://www.kumanokodocenter.com/

毎週日曜日は、申込不要で参加できる「あなたも木工作家！その場でできる木工教室」（午後 1 時～ 3 時受付）
11 月の予定：3 日・10 日（ヒノキアート空

く ら ぶ
楽風）17 日（ヒノキのおもちゃ）24 日（木のどうぶつづくり）

お問い合わせ　夢古道おわせ　☎㉒１１２４
ホームページ　http://yumekodo.jp/

●お母ちゃんのランチバイキング (午前 11時～午後 2時 )
　尾鷲まぐろカマフェアー
　期間：１１月４日（休）～ 1 １月 24 日（日）
　尾鷲生まぐろのおいしいカマをぜひ食べに来てください！！
●夢古道の湯 (午前 10時～午後 9時 )
・いい夫婦の日！（１１月２６日（火））
　ご夫婦で来店して頂き『いい夫婦』です。と言ってもらえるか、また、お一人でも
　夫婦の写真を持ってきていただければ次回使えるペアー入浴券プレゼント！いたします。
・リニューアル記念イベント補助券配布中！
　リニューアル工事中のためお客様にご迷惑をおかけしているのと日頃の感謝を込めて
　10 枚で一回抽選できる補助券を配布中！豪華景品があたるかも！
　抽選日：12 月 22 日 ( 日 ) ～ 28 日 ( 土 )
・毎月 26日はお風呂の日　　子供料金 300 円が 100 円です。
◇◆◇◆　夢古道モバイル会員募集中 !!　◆◇◆◇
　会員登録すると、最新の各種イベントのお知らせや新商品の紹介、お得な情報や
　無料クーポンなどが配信されます。登録は、右のＱＲコードをご利用ください。

▲登録用ＱＲコード
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当 番 医

当 番 薬 局

午前９時から午後５時まで

　時間は原則として午前９時〜午後５時
　救急医療情報システムは☎㉒１１９９
◎変更する場合もあります。
◎紀北医師会
　http://www.kihoku-med.or.jp/

　各診療所での休日診療は、原則、第１・
３・５日曜日です。なお尾鷲総合病院
では、すべての休日に、紀北医師会の
当番医が一次診療を行っています。

月　日 医　院　名 電　話
11/  3 南輪内診療所 ㉗３３９９
11/17 西村整形外科 ㉓３２１０

月　日 薬　局　名　
11/  3 くろだ薬局
11/  4 くろだ薬局・山下薬局
11/10 くろだ薬局
11/17 くろだ薬局
11/23 くろだ薬局・山下薬局
11/24 くろだ薬局

休日の急病はこちら ◎胃・肺がん検診（自己負担金があります）

実施日
受付
時間

会場 定員

11 月 19 日㈫
　（申し込みは
　　　　　6 日㈬から）

8:30
～

9:30

古江
　ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

胃がん 50 人
肺がん 100 人

12 月 8 日㈰
　（申し込みは
　　　　11/21 ㈭から）

8:30
～

9:30
福祉保健センター 胃がん 50 人

肺がん 100 人

◎献血４００ml
・男性１７歳～６９歳で体重５０㎏以上
・女性１８歳～６９歳で体重５０㎏以上

実施日 受付時間 会場

11 月 19 日㈫

10:30 ～ 12:00 尾鷲三田火力発電所

13:30 ～ 14:30 尾鷲年金事務所

15:00 ～ 16:30 三重県尾鷲庁舎

注）特定の海外渡航歴のある人はできません。

◎乳がん・子宮頸がん検診（自己負担金があります）

実施日
受付
時間

会場 定員

11 月 28 日㈭
　（申し込みは
　　　　　6 日㈬から）

9:30
～

10:30 福祉保健センター

乳がん 40 人

13:30
～

14:30

乳がん 40 人
子宮頸がん
　　　80 人

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
①
尾
鷲
市
に
住
所
を
有
し
、
今
年
度
に
満
40
歳
に
な
る
人

　
　
（
昭
和
48
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
49
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

　
②
尾
鷲
市
に
住
所
を
有
し
、
今
年
度
に
満
41
歳
以
上
に
な
る
人

で
あ
っ
て
過
去
に
市
が
実
施
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受

け
た
こ
と
が
な
く
、
検
診
を
希
望
す
る
人　
　
　

申
込
方
法

　
対
象
者
①　
市
内
医
療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
６
月
の
個
別
通
知
案
内
時
に
同
封
し
た
医
療
機
関
名
簿
参
照
）

　
対
象
者
②　
健
康
長
寿
推
進
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

実
施
期
間　
11
月
30
日
㈯
ま
で

検
診
内
容　
血
液
検
査
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
ィ
ル
ス
検
査
）

検
診
料　
無
料

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

※
肝
炎
と
は
、
肝
臓
が
炎
症
を
起
こ
し
、
肝
細
胞
が
壊
れ
て
肝
臓

の
働
き
が
悪
く
な
る
病
気
で
す
。

　
知
ら
な
い
う
ち
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
病
気
が
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
放
置
す
る
と
、
慢
性
肝
炎
や
肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
進
行
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
早
期
発
見
す
れ
ば
根
治
も
可
能
で
す
。

　
一
生
に
一
度
は
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
職
場
健
診
に
お
い
て
「
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
」
を

実
施
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
長
寿
推
進
係　
☎
㉓
３
８
７
１
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尾
鷲
市
民
文
化
会
館
（
せ
ぎ
や

ま
ホ
ー
ル
）
は
、
今
年
、
会
館
20

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
次
の

と
お
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
楽
し
め
る
文
化
的
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間

　
11
月
27
日
㈬
～
12
月
１
日
㈰

事
業

　
①
尾
鷲
の
近
代
交
通
史
展
示

　
②
ま
ち
の
姿
模
型
展
示

　
③
尾
鷲
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

会
や
小
・
中
学
生
に
よ
る

発
表
会
（
11
月
30
日
㈮
）

　
④
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭

　
　
典
（
12
月
１
日
㈰
）

　
⑤
映
画
鑑
賞
会（
12
月
１
日
㈰
）

　
⑥
県
立
美
術
館
の
美
術
品
展
示

　
　
（
11
月
27
日
㈬
～
30
日
㈮
）

　
⑦
子
ど
も
が
乗
れ
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

　
　
の
走
行

　
　
（
11
月
30
日
㈮
～
12
月
１
日

　
　
㈰
）

　
⑧
せ
ぎ
や
ま
倶
楽
部
発
表
会

　
　
（
12
月
８
日
㈰
）

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
生
涯
学
習
課
☎
㉓
８
２
９
３　

平
成
25
年
度
尾
鷲
市
民
文
化
展
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

　
11
月
３
日
㈷

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
11
月
４
日
㉁

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場

　
体
育
文
化
会
館
・
中
央
公
民
館

展
示
作
品

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
生
け
花
・

絵
画
・
木
目
込
・
工
芸
・
写
真
・

編
物
・
手
芸
・
色
紙
・
書
道
・

陶
芸
・
俳
句
な
ど

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
（
尾
鷲
市
文
化
協
会
事
務
局
）

　
　
生
涯
学
習
課
☎
㉓
８
２
９
３

　
今
回
は
４
月
末
ま
で
に
空
き
家

が
出
た
場
合
の
入
居
順
位
の
み
の

募
集
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間

　
11
月
１
日
㈮
～
11
月
15
日
㈮

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

入
居
資
格

平
均
月
収
が
15
万
８
千
円
以
下

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
建
設
課
☎
㉓
８
２
４
１

日
時　
11
月
16
日
㈯

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
11
月
17
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

場
所　
梶
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

　
　
　
ン
タ
ー
は
ら
そ

　
　
お
問
い
合
せ

　
　
梶
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

　
　
タ
ー
は
ら
そ
☎
㉗
３
４
３
０

　
健
診
の
期
限
は
11
月
末
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
特
定

健
診
の
対
象
者
で
受
診
が
ま
だ
の

人
に
は
、
10
月
に
受
診
の
勧
奨
は

が
き
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診

券
等
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
に
は
、

再
発
行
し
ま
す
の
で
、
以
下
の
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
㉓
８
１
９
３

健
康
長
寿
推
進
係
☎
㉓
３
８
７
１

福
祉
保
健
課
☎
㉓
８
１
９
２

無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

　
13
日
㈬　

　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
６
時

　
本
間
博
子　
弁
護
士

行
政
相
談
（
要
予
約
）

　
27
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
岡
本
絋
幸　
行
政
相
談
委
員

人
権
相
談
（
要
予
約
）

　
15
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

　
川
上
悦
子　
人
権
相
談
員

　
山
下
良
澄　
人
権
相
談
員　

無
料
交
通
相
談
（
要
予
約
）

　
14
日
㈭　

　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　
山
口
賢
一　
交
通
事
故
相
談
員

　
　
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉓
８
２
５
０

児
童
相
談
・
女
性
相
談

　
12
日
㈫　

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
福
祉
保
健
課
☎
㉓
８
２
０
１

 

有
料
広
告
欄

「広報おわせ」に

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
１月号の締め切りは、１１月２０日 ( 水 ) です。
大きさ １枠　縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、

お問い合わせ
ください。

市長公室
☎㉓８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者　１０，０００円
市外業者　１５，０００円

固定資産税 ( ４期 ) と国民健康保険税 ( ６期 ) と後期高齢者医療保険料 ( ５期 ) の納期限は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２月２日 ( 月 ) です。税務課☎㉓８１７３

市 

民 

相 

談

市
民
文
化
展
開
催

　
市
民
文
化
会
館

　
　
20
周
年
記
念
事
業

　
市
営
住
宅

　
　
補
欠
入
居
者
募
集

　

梶
賀
町
民
文
化
展

国
保
・
後
期
高
齢
者
・
健
康

増
進
法
・
介
護
予
防
の
健
康

検
査
の
お
知
ら
せ

kousitsu25
長方形



�

　
12
月
１
日
、
全
国
で
「
平
成
25

年
住
生
活
総
合
調
査
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本
法

に
基
づ
く
住
生
活
の
安
定
・
向
上

に
係
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す

る
上
で
必
要
と
な
る
基
礎
資
料
を

得
る
た
め
に
、
居
住
環
境
を
含
め

た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
や

居
住
者
の
意
向
・
満
足
度
等
を
総

合
的
に
調
査
す
る
も
の
で
、
５
年

ご
と
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
11
月
21
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で

の
間
、
調
査
員
が
対
象
と
な
っ
た

世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査

を
お
願
い
す
る
皆
さ
ま
に
は
お
手

数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
建
設
課
☎
㉓
８
２
４
１

　
漁
業
に
興
味
の
あ
る
人
や
、
就

業
を
考
え
て
い
る
人
で
体
験
し
て

み
た
い
人
を
対
象
に
、
漁
業
の
仕

事
の
一
端
を
体
験
し
て
も
ら
う
た

め
、
３
泊
４
日
の
日
程
で
ブ
リ
大

敷
（
大
型
定
置
網
漁
業
）
の
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
漁
師
の
世

界
を
体
験
し
、「
漁
師
へ
の
道
」

を
探
っ
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
市
内
（
早
田
町
、梶
賀
町
）

対
象
者　

漁
業
に
興
味
が
あ
り
、
就
業
意

欲
が
あ
る
概
ね
40
歳
以
下
の
人

開
催
時
期

　
11
月
26
日
㈫
～
11
月
29
日
㈮

定
員　
12
名

募
集
期
間　

　
11
月
12
日
㈫　
午
後
５
時
ま
で

宿
泊　指

定
の
宿
泊
先
に
宿
泊
し
て
い

た
だ
き
費
用
は
負
担
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料

　
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
魚
ま
ち
推
進
課
☎
㉓
８
２
３
１

　
図
書
館
で
は
保
存
期
間
が
過
ぎ

た
雑
誌
や
図
書
を
希
望
者
に
無
料

配
布
し
ま
す 

。

日
時　
12
月
１
日
㈰
午
前
９
時
～

場
所　
２
階
講
座
室
Ａ

　
　
　
図
書
館
ロ
ビ
ー

図
書　
約
５
０
０
冊

　
　
　
（
一
人
10
冊
ま
で
）

雑
誌　
約
２
０
０
冊

　
　
　
（
一
人
５
冊
ま
で
）

※
な
く
な
り
次
第
終
了
。
袋
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
図
書
館
☎
㉓
８
２
８
２

　
11
月
11
日
㈪
か
ら
11
月
17
日
㈰

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
税
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
「
税
を
考
え
る
週
間
」

で
す
。

　
こ
の
機
会
に
み
ん
な
で
税
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

※
税
に
関
す
る
習
字
の
展
示

　
税
を
考
え
る
週
間
行
事
の
一
環

と
し
て
、
小
学
生
か
ら
募
集
し
た

税
に
関
す
る
習
字
の
作
品
を
、
11

月
11
日
㈪
か
ら
11
月
18
日
㈪
の

間
、
主
婦
の
店
セ
ン
ト
ラ
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
店
で
展
示
し
ま
す
。

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
税
務
課
☎
㉓
８
１
７
１

○
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
等
説

　
明
会
の
ご
案
内

　
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
個
人

の
人
を
対
象
と
し
て
決
算
の
事
務

手
続
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日
㈮

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
三
重
県
尾
鷲
庁
舎

○
年
末
調
整
説
明
会
の
ご
案
内

　
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
と
し

て
年
末
調
整
の
事
務
手
続
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日
㈮

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
三
重
県
尾
鷲
庁
舎

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
尾
鷲
税
務
署
☎
㉒
２
２
２
４

　
９
月
に
市
内
で
オ
レ
オ
レ
詐
欺

が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
者
は
警

察
官
を
名
乗
る
男
に
電
話
で
騙
さ

れ
、金
融
機
関
で
現
金
を
下
ろ
し
、

訪
ね
て
き
た
男
に
現
金
を
手
渡
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
し
、「
警

察
官
・
市
の
職
員
・
税
務
署
員
等

を
名
乗
る
不
審
な
電
話
」「
還
付

金
・
特
別
控
除
金
が
あ
り
ま
す
」

「
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
」「
お
金

や
通
帳
等
を
自
宅
へ
取
り
に
行
き

ま
す
」「
絶
対
に
儲
か
り
ま
す
」等
、

不
審
な
内
容
の
電
話
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
警
察
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
尾
鷲
警
察
署
☎
㉕
０
１
１
０

　　老人クラブ 11 月の講座　　老人クラブ連合会☎㉒７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケたんぽぽ 1･18 日 午前９時 30 分～ コーラス 13･27 日 午後１時 30 分～

カラオケさくら 11･25 日 午前９時 30 分～ 民 謡 7･21 日 午前 10 時～

俳 句 11 日 午後１時 30 分～ 生 花 8･22 日 午前 9 時 30 分～

折 り 紙 13･27 日 午前 10 時～ 日 舞 15 日 午前９時 30 分～

書 道 5･19 日 午前９時 30 分～ 詩 吟 1･22 日 午後１時 30 分～

茶 道 5･20 日 午後 0 時 30 分～

　
住
生
活
総
合
調
査
が

　
　
　
　
　
行
わ
れ
ま
す

漁
業
体
験
教
室
参
加
者
募
集

 

図
書
・
雑
誌

　

 

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　
税
を
考
え
る
週
間

 

振
り
込
め
詐
欺
に

　

 

ダ
マ
さ
れ
な
い
で
！

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

し尿くみ取り日程
早　田 11 月 1 日 ( 金 )
三木浦 11 月 5 日 ( 火 ) ～ 7 日 ( 木 )
梶　賀 11 月 8 日 ( 金 )
三木里 11 月 11 日 ( 月 ) ～ 14 日 ( 木 )
古　江 11 月 18 日 ( 月 ) ～ 21 日 ( 木 )
曽　根 11 月 25 日 ( 月 )
賀　田 11 月 26 日 ( 火 ) ～ 29 日 ( 金 )

★クリンクルセンター　　☎㉒０６０５
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２
５

年
1

1
月

１
日

編
集

者
　

尾
鷲

市
市

長
公

室
秘

書
広

報
係

〒
519-3696 三

重
県

尾
鷲

市
中

央
町

10
番

43
号

☎
0597-23-8132　

FAX0597-22-2111
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
　

http://w
w

w
.city.ow

ase.lg.jp/
N
o.717

広
報

お
わ

せ

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !!
★
今
月
の
夜
間
観
望
会

１
日
㈮
｝「
ガ
ー
ネ
ッ
ト
ス
タ
ー・

２
日
㈯　
　
二
重
星
団
」

８
日
㈮
｝「
上
弦
前
の
月
・

９
日
㈯　
　
天
王
星
」

15
日
㈮
｝「
満
月
前
の
月
・
ベ
ガ
・

16
日
㈯　
　
デ
ネ
ブ
」

22
日
㈮
｝「
天
王
星
・
海
王
星
・

23
日
㈯　
　
す
ば
る(

Ｍ
45)

」

29
日
㈮
｝「
北
極
星(

二
重
星)

30
日
㈯　
　
す
ば
る(

Ｍ
45)

」

・
入
館
時
間　

　
午
後
７
時
～
９
時

★
昼
間
の
一
般
観
望

　
金
・
土
・
日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

★
毎
月
第
三
日
曜
は『
家
庭
の
日
』

　
で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ
・
自
由
参
加

日
時　
11
月
７
日
㈭　

①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

②
０
歳
児
と
保
護
者

　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

場
所　
３
階　
和
室　

内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、
わ
ら
べ

　
　
　
う
た
、
指
遊
び
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
時
間
・
自
由
参
加

日
時　
11
月
14
・
21
・
28
日
㈭

　
　
　
午
後
３
時
～
４
時

場
所　
図
書
館
幼
児
室　

対
象   

幼
児

内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み
聞

　
　
　
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場
・
自
由
参
加

日
時　
11
月
９
日
㈯

　
　
　
午
前
11
時
～
正
午

場
所　
図
書
館
幼
児
室　

対
象　
小
学
生

内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
ほ
か

◆
今
月
の
休
館
日

　
３・４
・
11
・
17
・
18
・
23
・

　
25
・
30
日

編　
集　
後　
記

　

11
月
頃
に
「
小
春
日
和
で
す
ね
。」
と
い

う
言
葉
を
聞
い
て
驚
い
た
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
四
季
の
春
を
連
想
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、「
小
春
」
と
は
11
月
頃
に
あ
た
り

ま
す
。
こ
の
頃
の
陽
気
が
春
と
似
て
い
る

た
め
、「
小
春
日
和
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
俳
句
で
も「
小
春
日
和
」

や
「
小
春
」
は
冬
の
季
語
に
な
る
そ
う
で
、

少
し
不
思
議
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
朝
夕

は
少
々
冷
え
ま
す
が
、
暖
か
い
穏
や
か
な

「
小
春
日
和
」
を
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

　
今
月
は
、
２
日
に
「
第
３
回
魚
ま
つ
り
」・

「
尾
鷲　
旬
の
コ
ツ
ま
み
バ
ル
」、
３
日
に
は

「
第
28
回
尾
鷲
節
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
一
週
お
い
て
、16・17
日
に
は
「
第

10
回
お
わ
せ
海
・
山
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
」

が
あ
り
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。
お
天

気
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
土
・
日
、

天
気
に
な
～
れ
！

♠
先
日
42
号
線
の
鷲
毛
が
が
け
崩
れ
を
し

て
、
通
行
止
め
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
16

年
も
同
様
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
以

前
と
状
況
が
異
な
り
紀
勢
道
が
あ
る
た
め

ほ
と
ん
ど
生
活
に
支
障
が
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
は
４
２
５
号
も
が
け
崩

れ
を
し
非
常
に
緊
迫
し
た
状
況
で
、
海
山

が
水
害
の
た
め
多
く
の
人
が
船
や
馬
越
峠

を
歩
い
て
越
え
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
高
速
道
路
が
「
命
の
道
」
と
感
じ

る
時
で
し
た
。

《
一
般
向
け
図
書
》

・
祈
り
の
幕
が
下
り
る
時　
東
野
圭
吾

夢
見
た
舞
台
を
実
現
さ
せ
た
女
性
演
出
家
。
彼
女
を
訪
ね
た
幼
な
じ
み

が
遺
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は

加
賀
恭
一
郎
の
人
生
も
大
き
く
絡
ん
で
き
て

…
。
事
件
と
と
も
に
、
日
本
橋
に
隠
さ
れ
た

彼
の
秘
密
が
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
。
期
待

を
裏
切
ら
な
い
東
野
圭
吾
の
一
冊
で
す
。

・
気
づ
い
た
ら
１
０
０
歳
、
だ
が
ね　
ぎ
ん
さ
ん
の
娘
４
姉
妹　
　

１
０
０
歳
の
双
子
姉
妹
と
し
て
有
名
に
な
っ
た「
き
ん
さ
ん
ぎ
ん
さ
ん
」

の
妹・ぎ
ん
さ
ん
の
娘
４
姉
妹
は
、母
の
「
…

生
か
さ
れ
た
命
は
、
大
事
に
し
ろ
よ
」
の
言

葉
に
応
え
て
平
均
94
歳
！ 

明
る
く
元
気
な

４
姉
妹
の
、
お
金
で
は
買
え
な
い
「
健
康
ご

長
寿
」
の
秘
訣
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・
就
勝
乙
女　
小
沢
章
友

・
お
し
ゃ
れ
な
和
の
年
賀
状　
日
貿
出
版
社  

《
児
童
向
け
図
書
》

・
山
の
神
と
オ
コ
ゼ　
峪
口
晶
子

尾
鷲
に
伝
わ
る
民
話
が
こ
の
た
び
絵
本
に
な
っ
て
登
場
！
山
の
神
と
海

の
神
が
お
と
も
の
数
争
い
を
し
、
同
数
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
『
か
に
い
ぃ

～
お
そ
な
っ
て
～
』と
オ
コ
ゼ
が
現
れ
て
…
。

矢
浜
地
区
で
今
も
つ
づ
い
て
い
る
山
の
神
と

オ
コ
ゼ
の
奇
祭
。
親
し
み
の
あ
る
尾
鷲
弁
と

迫
力
あ
る
絵
は
必
見
で
す
。
幼
稚
園
や
学
校

な
ど
で
の
読
み
聞
か
せ
に
も
お
す
す
め
。

・
あ
の
な
こ
れ
は
ひ
み
つ
や
で
！　
く
す
の
き　
し
げ
の
り

・
ま
ほ
う
の
地
図　
藤
沢　
優
月

天
文
科
学
館

☎
㉓
０
５
２
５

　
図
書
館

☎
㉓
８
２
８
２

人　の　動　き
（9 月末現在）

　人　口 20,012 人　　（前月比 +15）
  （男 9,338 人　女 10,674 人）

　世帯数 9,936 世帯（前月比 +11）
　転　入　59 人　　転出　32 人
　出　生　  9 人　　死亡　22 人

その他　   1 人　　（住民基本台帳）



「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。


	表紙

	暮らしのカレンダー

	もくじ

	市の財政状況 
	一般会計決算

	水道事業決算

	尾鷲総合病院決算

	職員の給与等の状況

	
オリジナルナンバープレートデザイン募集
	尾鷲ヒノキふれあいフェスタ

	おわせ海・山ツーデーウォーク

	防災おわせ

	
働く『なでしこ』
大作戦
	プレス式パッカー車を更新

	今月のフォトグラフ

	はじめまして満一歳

	きょういくあれこれ

	海中さんぽ

	みんなで健康づくり

	がんばんりょるコーナー

	夢古道おわせのお知らせ

	熊野古道センターのお知らせ

	休日当番医・薬局

	がん検診・献血

	肝炎ウイルス検診

	おしらせ

	天文科学館

	図書館




